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④
「
尾
瀬
の
野
生
動
物
」 

 

―
生
物
多
様
性
の
視
点
か
ら
見
た
尾
瀬
問
題 

 

下
野
武
司
・
山
本
敏
子
（
テ
ー
マ
リ
ー
ダ
ー
） 

大
島
克
海
・
金
子
陽
祐
・
星
野
充
宏
（
尾
瀬
高
校

生
徒
）、
大
船
武
彦
・
小
亀
真
知
子
（
自
然
保
護
委

員
会
）、
鎌
倉
淑
子
・
川
上
進
（
緑
爽
会
）、
河
合

義
則
（
富
山
支
部
）、
鬼
頭
良
吉
・
中
川
美
子
（
東

海
支
部
）、
河
野
直
子
（
関
西
支
部
）、
酒
井
展
弘

（
京
都
滋
賀
支
部
）、
坂
庭
浩
之
（
群
馬
県
林
業
試

験
場
）、
白
島
達
彦
（
越
後
支
部
）、
武
田
一
生
（
北

海
道
支
部
）、
西
谷
隆
亘
・
西
谷
可
江
（
東
京
多
摩

支
部
）、
春
山
明
子
（
群
馬
野
生
動
物
事
務
所
）、

日
向
祥
剛
（
北
九
州
支
部
）、
松
井
孝
夫
（
群
馬
県

立
中
央
中
等
教
育
学
校
）、
横
田
陽
子
（
群
馬
県
衛

生
環
境
研
究
所
）（
敬
称
略
、五
十
音
順
・
所
属
別
） 

 

最
初
に
全
員
が
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
テ
ー
マ

リ
ー
ダ
ー
の
方
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
自
然
保
護
全
国
集

会
に
お
い
て
シ
カ
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
生
物
多
様
性
の
視
点

か
ら
見
た
時
、
シ
カ
の
増
加
は
尾
瀬
の
生
態
系
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
簡
単
に
話
題

提
供
を
し
た
。 

 

自
由
討
議
で
は
、
各
支
部
・
各
地
か
ら
の
現
状

報
告
、
尾
瀬
で
野
生
動
物
調
査
に
携
わ
っ
て
い
る

春
山
さ
ん
か
ら
の
シ
カ
の
生
態
や
保
護
管
理
の
方

針
等
の
話
、
尾
瀬
高
校
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
の
活

動
紹
介
等
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
全

体
会
で
は
、
河
合
さ
ん
に
発
表
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
以
下
、
意
見
を
い
く
つ
か
の
論
点
に
ま
と
め

て
報
告
し
た
い
。 

①
各
地
の
シ
カ
問
題
の
深
刻
な
現
状･

･
･

京
都
支

部
に
よ
る
北
山
の
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
保
護
を
目

的
と
し
た
観
察
調
査
を
通
し
て
、
実
は
そ
の
生

育
が
シ
カ
の
食
害
の
進
行
に
よ
る
も
の
で
、
現

在
、
琵
琶
湖
周
辺
の
山
や
鈴
鹿
山
系
に
も
山
全

体
の
植
生
の
単
純
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
シ
カ
は
斜
面
を
垂
直
に
登
下
降
す
る

た
め
に
登
山
道
、
土
壌
が
崩
壊
し
、
川
が
濁
る

こ
と
に
よ
っ
て
ア
ユ
、ヤ
マ
メ
が
少
な
く
な
り
、

昆
虫
が
減
り
、
キ
ジ
も
見
ら
れ
な
く
な
る
等
、

生
物
多
様
性
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
京

都
で
は
シ
カ
の
被
害
が
甚
大
で
、
農
家
や
耕
作

地
が
柵
で
囲
わ
れ
て
そ
の
中
で
人
間
が
暮
ら
す

有
様
で
あ
る
と
の
こ
と
。
一
方
、
北
海
道
支
部

か
ら
は
、
管
理
頭
数
十
万
頭
が
限
度
の
と
こ
ろ

六
十
四
万
頭
も
の
エ
ゾ
シ
カ
が
生
息
し
て
田
ん

ぼ
の
中
を
無
造
作
に
走
り
、
も
は
や
調
査
の
段

階
を
越
え
て
自
衛
隊
が
駆
除
協
力
の
た
め
に
出

動
し
て
い
る
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
北

九
州
で
は
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
の
被
害
が
著
し
く
、

富
山
で
は
ク
マ
の
問
題
が
深
刻
と
の
こ
と
だ
っ

た
。 

②
尾
瀬
の
シ
カ
問
題
の
歴
史･･

･

尾
瀬
の
シ
カ
は

「
日
光
・
利
根
地
域
個
体
群
」
の
最
前
線
に
あ

る
も
の
だ
が
、
尾
瀬
に
昔
か
ら
シ
カ
が
い
た
か

と
い
う
と
、
江
戸
時
代
の
シ
カ
の
分
布
は
関
東

山
地
あ
た
り
ま
で
だ
っ
た
。
そ
れ
が
開
発
に
よ

っ
て
生
息
地
が
追
い
込
ま
れ
、
高
い
山
に
ま
で

分
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尾
瀬
で
シ
カ
の
食

害
が
確
認
さ
れ
た
の
は
一
九
九
五
年
で
あ
り
、

シ
カ
の
捕
獲
数
等
か
ら
考
え
て
尾
瀬
ヶ
原
で
は

今
日
で
も
減
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。 

③
適
応
力
の
あ
る
シ
カ
の
生
態･

･
･

野
生
動
物
は

美
味
し
い
も
の
が
あ
る
と
覚
え
る
と
、
毎
年
、

代
々
、
そ
の
場
所
へ
行
く
。
シ
カ
は
学
習
能
力

が
高
く
、
美
味
し
い
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
や
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
か
ら
食
べ
始
め
る
が
、
そ
れ
が
な
く
な

る
と
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
か
ら
ス
ゲ
類
へ
、
さ
ら
に

は
毒
の
あ
る
ク
リ
ン
ソ
ウ
や
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ

ま
で
も
食
べ
る
よ
う
に
な
る
。
同
じ
個
体
群
の

日
光
の
シ
カ
は
、
今
で
は
イ
ケ
マ
な
ど
少
数
の

有
害
植
物
以
外
は
何
で
も
食
べ
て
い
る
。 

④
県
境
を
越
え
、
多
方
面
に
及
ぶ
シ
カ
問
題･

･
･

シ
カ
問
題
の
対
策
は
、
国
立
公
園
と
農
林
業
の

盛
ん
な
地
域
と
で
は
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば

■
分
科
会 
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な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
都
府
県
や
市

町
村
の
境
界
を
越
え
て
分
布
す
る
シ
カ
は
適

応
力
が
あ
り
、
場
所
毎
に
そ
の
生
活
様
式
は
か

な
り
異
な
る
の
で
、
各
個
体
群
の
特
色
を
把
握

し
て
、
そ
れ
に
対
応
し
た
対
策
を
と
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
奈
良
公
園
に
い
る
シ
カ
は
問
題

な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
も
出
さ
れ
た
。 

⑤
人
間
活
動
の
結
果
と
し
て
の
野
生
動
物
問

題･･･

実
は
野
生
動
物
の
問
題
は
、
人
間
が
自
然

に
過
度
に
関
与
・
干
渉
し
た
こ
と
が
元
に
な
っ

て
起
こ
っ
て
い
る
。
特
に
大
型
哺
乳
類
の
場
合

が
深
刻
で
あ
る
。 

⑥
野
生
動
物
問
題
の
解
決
の
た
め
に･

･
･

生
物
多

様
性
を
ど
う
守
る
の
か
と
い
う
価
値
観
の
下
で

こ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。 

・
尾
瀬
で
は
本
来
シ
カ
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ

れ
を
目
標
に
定
め
て
シ
カ
を
排
除
す
る
と
い
う

考
え
方
で
保
護
管
理
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
に
な
っ
て
漸
く
尾
瀬
で
も
防
護
柵
の
設
置

を
始
め
た
。 

・
尾
瀬
ヶ
原
で
は
、
高
架
の
木
道
沿
い
に
、
そ
の

下
は
水
が
た
ま
り
や
す
い
こ
と
も
あ
っ
て
（
シ

カ
の
好
物
の
）
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
が
生
育
し
、
小
さ

い
個
体
だ
が
数
は
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。 

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、尾
瀬
高
校
の
皆
さ
ん
に
期
待
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
が
生

活
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

・
自
治
体
毎
に
猟
師
が
シ
カ
一
頭
撃
っ
た
時
の
報

奨
金
が
異
な
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
弾
代
に
も

な
ら
な
い
。
自
治
体
毎
に
異
な
る
報
奨
金
を
一

律
に
魅
力
あ
る
も
の
と
し
狩
猟
を
促
す
必
要
が

あ
る
。 

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
養
成
や
シ
カ
の
捕
獲
報

奨
金
等
の
た
め
に
基
金
を
作
る
と
い
う
や
り
方

も
あ
る
。 

・
ま
た
、
捕
獲
し
た
シ
カ
肉
が
食
卓
に
上
る
よ
う

に
食
肉
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
が

れ
る
。 

⑦
「
自
然
保
護
」
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ･･･

最
後

に
、
参
加
者
の
多
く
か
ら
自
然
保
護
と
い
う
こ

と
は
本
当
に
難
し
い
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。
自
然
保
護
と
い
う
時
の
「
自
然
」
を
人
間

と
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
て
、
何
も

せ
ず
に
い
る
の
が
一
番
よ
い
と
す
る
の
か
否
か
。

そ
の
難
し
さ
は
、江
戸
時
代
に
は
な
か
っ
た「
自

然
保
護
」
と
い
う
用
語
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

入
っ
て
き
た
微
妙
に
意
味
の
異
な
る
五
つ
の
言

葉
の
翻
訳
語
と
し
て
定
着
し
た
歴
史
と
も
深
く

関
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

全
体
討
議
で
は
、
シ
カ
の
食
害
か
ら
高
山
植
物

を
守
る
た
め
に
防
護
柵
を
設
け
る
こ
と
の
是
非
に

つ
い
て
疑
問
点
が
出
さ
れ
た
。
春
山
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
捕
獲
と
防
除
に
ど
れ
ほ
ど
の
投
資
が

可
能
か
、
維
持
管
理
も
含
め
た
将
来
の
見
通
し
の

問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
最
後
の
小
泉
先

生
の
コ
メ
ン
ト（「
人
間
が
オ
オ
カ
ミ
の
代
わ
り
に

な
っ
て
適
正
な
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）

が
分
科
会
参
加
者
の
心
に
響
い
た
。（
山
本
敏
子
） 
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